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も
開
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与
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本
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放
課
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ラ
ブ
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題
を
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た
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「
与
野
郷
土
資
料
館
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、か
つ
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与

野
本
町
駅
東
側
に
あ
っ
た「
与
野
文
化

財
資
料
室
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機
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を
継
承
し
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が
ら
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〝
与
野
ら
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野
の
誇
れ
る
特
徴
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を
伝
え
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展
示
内
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に
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与
野
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歴
史
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刻
ま
れ
た
貴
重
な
資
料
が
多
数
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョン
マッ
ピ
ン
グ
を
用
い
た
映

像
展
示
も
あ
り
ま
す
。

　
老
朽
化
し
た
校
舎
の
建
替
え
と
併
せ

て
、
周
辺
の
公
共
施
設
を
複
合
化
し
て

整
備
。
施
設
の
中
に
は
与
野
郷
土
資
料

館
や
子
育
て
支
援
セン
タ
ー
、放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
が
入
って
い
ま
す
。

　
ま
ず
2
F
に
あ
る「
子
育
て
支
援
セン

タ
ー
よ
の
」は
、
0
〜
3
歳
未
満
の
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
し
た
、
親

子
同
士
の
ふ
れ
あ
い
の
場
。室
内
で
子
ど

も
を
遊
ば
せ
な
が
ら
、
親
同
士
で
交
流

を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。お
は
な
し
会

や
バル
ー
ン
ア
ー
ト
作
り
な
ど
の
イ
ベン
ト

　
「
与
野
本
町
駅
周
辺
地
区
ま
ち
づ
く

り
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」の一環
で
、
近
く
の

本
町
通
り
で
は
歩
行
空
間
を
広
げ
る
交

通
社
会
実
験
を
行
う
な
ど
、
様
々
な
ま

ち
づ
く
り
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
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本
町
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老朽化した北校舎と給食室の建替えに合わせ、市民
の意見を取り入れながら完成した「いーよの」は地上
3F地下1F建ての建物

子育て支援センターの窓からは同じ高さに
新幹線が見え、電車好きの子どもたちの人
気スポットに。現在は1時間毎の予約制

DATA
 さいたま市中央区本町東3-5-23

【子育て支援センターよの】　☎/ FAX  048-840-1788
開館時間： 9：00～12：00、13：00～16：00
休館日：第2・4火曜日、第5日曜日、祝・休日、年末年始

【与野郷土資料館】　☎ 048-714-5471　 FAX  048-714-5472
開館時間： 9：00～16：30
休館日：月曜日（祝・休日を除く）、祝休日の翌日（土・日曜日、祝・
休日を除く）、年末年始

さいたま市リノベーションTOP ICS

新
幹
線
が
窓
か
ら
見
え
る

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
よ
の

「与野郷土資料館」では、旧石器時代から近現代までの与野の歴
史を学べる。かつての本町通りを再現したジオラマも
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